










































































































































































Mθ7寃 ど寛ιν,知げ ,7挽α"ογ τあヶ 肋砲ッ酌 κμται.「数とは単位から合成された多である。」
ИgιDrtδξ δど硝どχ μο夕おω7ω/χじ″膨θν π筋けοξ・
フレーゲは,このユークリッドの単位 (μοン茂eの定義に,数えられる対象と言う意味と, そう
いった対象の特性という意味の両方の混在を認め,それが Einhet(単位)というドイツ語の多義







な対象の規定は役に立たない, とフレーゲは言う ([基礎』 §29)。「賢くないJという可能性があ
って初めて,「ソロンは賢い」という規定が意味を持つのであって,あらゆる事物を一つと見なす
ことは,対象の詳しい規定に寄与しない。
数詞 “Ein"(一, つの)を特性の表現と見なして,「一人の人間」(Ein Mensch)を「賢い人間J
(wdser Mensch)と同様な仕方で理解するならば,“Ein"は述語としても用いられよう。 よって,
「ソロンは賢かったJ(Solon war veise)と同様に,「ソロンは一であったJ(s01on war Ein)また
田畑博敏 :数と単位をめぐるフレーゲの批半U的考察
は「ソロンは一人であった」(Solon war Einer)と言うことができる,と考えねばならない。 しか
し,最後の表現は,仮に文法的に正しいとしても,例えば「ソロンは一人の賢い人であった」
























対して分離限定された状態を表すであろう。しかし, 国の政治的単一 [統一](p01itische Einhe■




































数えられない。1+1が1ではなく2であるためには,最初の「 1」 と二番目の「 1」 が区別され
ねばならない。ジェボンズは,「5という記号を書くとき,本来は
二十1+1+1+1
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